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ms この た び は C S D 型 作業 台 用 手すり セッ ト を お 買い 上 げ 
組 TA 明 書 いた だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 こ の 手すり セッ ト を 
安全 に 使っ て いた だ く た め に 、 注 意 事項 を よく お 読み いた 

だ き 手 順に 従っ て 組み 立て て くだ さい 。 


※ 組 立て 前 に 、 部 品数 量 を 確認 し て くだ さい 。 M 6 用 スパ ナ ・ 十 字 ド ライ バー 


/ 人 危険 「 死 亡 や 重傷 を 負う お それ が 大 きい 内 容 」 で す 。 


人 @ 設 置 す る と き や 持 ち 運 ぶ と き は 、 配 電線 に 注意 し て くだ さい 。 


警告 「 死 亡 や 重傷 を 負う お それ が ある 内 容 」 で す 。 


信組 み 立 て る 時 は ボル ト を 確実 に 固定 し て くだ さい 。 

人 @ 使 用 前 に は ボル ト の ゆる みや 抜け 落ち を 確認 し 、 あ る 場合 は 締め 直し て くだ さい 。 
@ 使 用 前 に 必ず 点検 し 、 異 常 の な い 事 を 確認 し て くだ さい 。 

@ 手 すり か ら 身 体 を 乗り 出さ な いで くだ さい 。 

人 @ 手 すり へ 寄り か か っ た り 、 足 を の せ た り し な いで くだ さい 、。 

@ 手 すり を 押し た り 、 引 いた り し な いで くだ さい 。 

人 @ 適 応 機種 以外 に 取り 付け て 使用 し な いで くだ さい 。 

便 加 工 ・ 改 造 を し な いで くだ さい 。 

@CSD の 取扱 説明 書 も あわ せ て お 謗 み くだ さい 。 

人 @ 天 板 高 さ が 2 m 以 上 の 作業 台 に は 、 必 ず 手 すり を 付け て 使用 し て くだ さい 。 


人 注意 「 軽 傷 を 負う こと や 財産 の 損害 が 発生 する お それ が ある 内 容 」 で す 。 


人 @ 使 用 に 適し た 服装 で 使用 し て くだ さい 。 
人 @ 雨 で 直射 日 光 が あ た ら な い 場 所 に 保管 し て くだ さい 。 
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〒569-8510 大 阪 府 高槻 市 三島 江 1-1-1 ※1 昇降 手すり (大 )、( 路 )、 手 すり 柱 は 出荷 時 に は 作業 台 の 昇降 面 の 向かっ て 左側 に 取り 付け られ る よう に ブラ ケッ ト が 取り 付け て あり ます 
お 安 様 相 設 室 語 0120-302-889 。。。。。 の で 、 右 側 に 取り 付け る 場合 は 下記 の 手順 に し た が っ て ブラ ケッ ト の 向き を 変更 し て くだ さい 。 
お 客 様相 談 室 【mWa - ※2 ブラ ケッ ト に は 工場 出荷 時 に 六角 ボル ト M6X20( ば ね 座金 平 座金 付 ) が 取り 付け られ て いま す 。 下 記 の 手順 に 従っ て 、 取 り 外し て 使用 し 
10:00-16:O0 た だ し 12:00 一 13:00 及 び 土 - 日 - 祝 を 除く NSK 
_ ※3 側面 手すり (L ) 、(R ) 、 手 すり 柱 は 作業 台 の 天 板 か ら の 高 さ 1116mm、916mm と 、 と ちら か を お 選び いた だ け ま す が 、 出 荷 時 に は 
※ て の 組立 説明 書 は 無断 転用 を 禁じ ます 。 01608 1116mm に な る よう ブラ ケッ ト が 取り 付け て あり ます 。916mm に する 場合 は 下記 の 手順 に 従っ て 変更 し て くだ さい 。 
台本 体 取 付け の 準備 に 手すり リセット 
作業 台 け の 準備 に つい て フル リセ ッ 

ボル ト の 取外し に つい て (ブラケット 付き の 部 品 に つい て 図 1) ※ 組 立て の ポイ ント : 作 業 台本 体 に 手すり を 一 且 仮 組み し て か ら 本 締め を 行っ て くだ さい 。 

ブラ ケッ ト か ら 、 六 角 ボ ルト M6 X20 (ば ね 座金 、 平 座金 付 ) を 取り 外し て くだ さい 。 作 業 台 本 体 へ の 取付 け に は と の ボル ト を 使 

用 し ます 。 な お 、 昇 降 手 すり (L)、(R)、 手 すり 柱 に は 、 ス ペー サー も 一 枚 付属 し て お り ます 。 同じ く 本 体 取 付け に 使用 し ます の で 背面 手すり に つい て ee スペ ー サ ー の 入れ 

な くさ な いよ うに し て くだ さい 。 ラベ ルナ ン バ ー:C-2- 

8 に (ラベ ルナ ン バ ー:C-2- 〇 ) 忘れ に 注意 し て くだ 


らむ 右側 取付 け 時 の ブラ ケッ ト の 組 換 え に つ いて ( 図 2、3) 
昇降 手すり (大 ) 、( 中 ) お よび 手すり 柱 は 工場 出荷 時 に は 作業 台 の 左側 に つく よう に 設定 され て いま す 。 (作業 台 の 左側 、 
右側 の 識別 に つい て は 図 2 を 参照 し て くだ さい 。) 右側 に 取り 付け る 場合 に は 、 ノ ブ ボ ルト を まわ し て ブラ ケッ ト を 取り 外 
し 、 右 側 に 取り 付け られ る よう ブラ ケッ ト を 組み 換え て くだ さい 。 ( 図 3) 
加え て 天 板 か ら の 高 さも 916mm に 変え る 場合 は 次 の の 項目 も あわ せ て お 読み くだ さい 。 な お 側面 手すり (L) は 左側 
取付 け 専用 部 材 、 同 じ く (R) は 右側 取り 付け 専有 部材 と な り 、 ブ ラケット の 組 換え は 行い ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 


図 1 ボル ト の 取外し 図 2 作業 台 の 左側 、 右 側 に つい て 図 3 右側 へ の 組替え 
左側 右側 
側面 手すり (L) 側面 手すり (R) 
工場 出荷 状 工場 出荷 状態 で 2 
態 で は 、 天 板 は 、 天 板 か ら の 高 さ ノブ ボル ト 
か ら の 高 さ が 1116mm に な り 
ます 。 


操作 レバ ー を 内 さい 、。 (背面 側 の み ) 
側 に 引く と 先端 部 


が 引っ 込む 「 大 角 ボ ルト 
M6X20 


(ば ね 座金 、 
操作 レバ ー 平 座金 付 ) 


me ン 百 吉 宮 YKT、 


引く 


背面 手すり の 取付 け 


面 手すり の か ぎ 穴 に 、 
背面 手すり の ピン の まず 
ー 方 を 押入 し 、 も う 上 方 は 
入 する 側面 手すり を 、 手 是 
し 外側 に 押し 広げ な / | 痛 面 の 支柱 スペ ー サ 
ぶら 、 挿 入 し ます 。 両 方 拓 者 川 
入 後 、 か ぎ 穴 の 下 側 に ビ と am//」 王 。 
ン が うに 背面 手 す / グ -。 8 
ン が くる よう に 尼 面 ます り 7 人 二 | 背面 幅 木 の 取 付 方 法 
背面 柚木 の か ぎ 穴 を 側面 
手すり 背面 の ピン に 拓 入 
し 、 下 に スラ イド させ ます 。 


、 8 


さ が 1116 


が 1116mm 
に な り ま す 。 


高 


| 昇降 手すり (R) 
工場 出荷 状態 で 
は 、 右 側 に は つき 
ませ ん 。 ブ ラケット 
昇降 手すり (D) を 組み 替え て 取り 
工場 出荷 状態 レ 付け て くだ さい 。 


| 吉 


「 ) ON 
と AN で は 、 左 側 に 
き 
六角 ボル ト M6X20 MIN つき ます 。 1 
(ば ね 座金 、 平 座金 付 ) | 


ee 


天 板 か ら の 


@⑧ 側 面 手すり (L)、(R) 、 お よび 手すり 柱 の 天 板 か ら の 高 さ を 、1116mm か ら 916mm に する と き に つい て 
側面 手すり は ブラ ケッ ト と 幅 木 を 、 手 すり 柱 は ブラ ケッ ト と 抜け 止め 2 箇所 を 取り 外し 、 下 図 の よう に 上 に 移動 させ て 取り 付 
け て くだ さい 。 ブ ラケット は ノブ ボル ト を まわ す と 外れ ます 。 抜 け 止め の 取外し に は 十字 ドラ イ バ ー を 使用 し て くだ さい 。 
図 5 側面 手すり の 変更 図 6 手すり 柱 の 変更 
1116mm 1116mm 
ノブ ボル ト 用 
抜け 


| 


② て の 位置 で 背面 手すり 


の 二 つ の 操作 レバ ー を 同 
時 に 内 側 に 引き な が ら 、 ピ 
ン を 軸 と し て 回 転 させ 、 操 
作 レ バー 先端 部 が 側面 手 
すり の 穴 に 挿入 され れ ば 
完成 と な り ま す 。 


六角 ボル ト M6X20 
(ば ね 座金 、 平 座金 付 ) 


図 は 側面 手すり (L) の 場合 で す 。 図 は 左側 に 取り 付け る 場合 で す 。 


※ 手 が か り 棒 は 手すり 取付 け の と き に は 使用 し ませ ん 。 取 り 外し て お いて くだ さい 。 


片手 すり セット 


※ 組 立て の ポイ ント : 作 業 台本 体 に 手すり を 一 旦 仮 組み し て か ら 本 締め を 行っ て くだ さい 。 


正面 付 片手 すり セッ ト 


※ 組 立て の ポイ ント : 作 業 台本 体 に 手すり を 一 旦 仮 組み し て か ら 本 締め を 行っ て くだ さい 。 


背面 手すり に つい て 人 警告 ラベ ル 


(ラベ ルナ ン バ ー:C-2- 〇 ) 


スペ ー サ ー の 入れ 
忘れ に 注意 し て くだ 
さい 。 (背面 側 の み ) 


スペ ー サ ー の 入れ 
忘れ に 注意 し て くだ 
操作 レバ ー を 内 さい 。 (背面 側 の み ) 
側 に 引く と 先端 部 


が 引込 む 還 六角 ポル ト | 大角 ポ ルト 

M6※X20 
eo (ば ね 座金 、 (ば ね 座金 、 
二 座金 ま 座金 人 


ロン 碧 難 琴 YK 


引く 


背面 手すり の 取付 け 


① 側 面 手すり の か ぎ 穴 に 、 
手すり の ピン の まず 一 
入れ 、 も う 片 方 は 挿入 
手すり 柱 を 手 で 少し 外 
て 押し 広げ な が ら 、 挿 入 し 
。 両 方 挿入 後 、 か ぎ 穴 の 
昌 に ピン が くる よう に 背 
上 すり を 引き 下げ ます 。 


背面 の 支柱 スペ ー サ ー 


背面 幅 木 の 取 付 方 法 
① 背 面 幅 木 の か ぎ 穴 を 側面 
手すり と 手すり 柱 背面 の 
ピン に 挿入 し 、 下 に スラ イ 
ド さ せま す 。 


背面 幅 木 


② こ の 位置 で 背面 手すり の 7 4 
ニニ つ の 操作 レバ ー を 同時 / / / ジ 


es 3 / た で ゃ SN 
し て 回 転 させ 、 操 本 
レバ ー 先 端 部 が 側面 手すり さい il 
お よび 手すり 柱 の 穴 に 挿入 則 面 手すり 柱 に 背 
され れ ば 完成 と な り ます 。 面 幅 木 を / ブ ボル ト で し っ 
- 9 か り 固 定 し て 完成 で す 。 
六角 ボル ト M6X20 
(ば ね 座金 、 平 座金 付 ) 


衣 還 幅 木 / 六角 ボル ト M6 X20 
/ (ば ね 座金 、 平 府 金 人 


片側 開口 手すり リ セット 


※ 組 立て の ポイ ント : 作 業 台本 体 に 手すり を 一 旦 仮 組 み し て か ら 本 締め を 行っ て くだ さい 。 


三方 手すり セッ ト 


※ 組 立て の ポイ ント : 作 業 台本 体 に 手すり を 一 旦 仮 組み し て か ら 本 締め を 行っ て くだ さい 。 


背面 手すり に つい て 警告 ラベ ル 


(ラベ ルナ ン バ ー:C-2- 〇 ) 


スペ ー サ ー の 入れ 
忘れ に 注意 し て くだ 
さい 。 (背面 側 の み ) 


背面 手すり に つい て の ウン ーー:c2 の スペ ー サ ー の 入れ 


忘れ に 注意 し て くだ 
さい 。 (背面 側 の み ) 


操作 レバ ー を 内 操作 レバ ー を 内 


ロン 理加 YK_、 


側 に 引く と 先端 肖 
が 引っ 込む 


操作 レバ ー 


引く 


側 に 引く と 先端 部 
が 引っ 込む 


操作 レバ ー 


引く 


六角 ボル ト 
M6X20 
(ば ね 座金 、 
平 座金 付 ) 


背面 手すり の 取付 け 


① 側 面 手すり の か ぎ 穴 に 、 
すり の ピン の まず 一 
れ 、 も う 片 方 は 挿入 


背面 手すり の 取付 け 


面 手すり の か ぎ 穴 に 、 
F す り の ピン の まず 
を 挿入 し 、 も う 片 方 は 
挿入 する 側面 手すり を 、 手 の スペ ー サ ー F す り 柱 を 手 で 少し 外 
で し 外 側 に 押し 広げ な 痛 面 の 支柱 人 し け な が ら 、 林 入 し 
が ら 、 挿 入 し ます 。 両方 。 両 方 挿入 後 、 か ぎ 穴 の 
入 後 、 か ぎ 穴 の 下 側 に ピ lr で 下 仙 に ビン が くる よう に 特 
ン が くる よう に 背面 手 『/ 川 昌 回 > 手すり を 引き 下げ ます 。 

ます に = 背面 幅 木 の 取 付 方 法 本 すり を 引き 下げ ます 

/ ① 背 面 幅 木 の か ぎ 穴 を 側面 


/ すり 背面 の ピン に 挿入 り 
六角 ボル ト M6x20 _/ 7 し 、 下 に スラ イド させ ます 。 / ピン に 挿入 し 、 下 に 


F- kn / ヨコ 
(ば ね 座金 、 平 座金 付 ) / 背面 幅 木 / 5 ます 。 
ど 3 月 面 帆 


② こ の 位 / に を 7 

時 内 人 7 8 ほな が か ら 、 ピッ //- c 
寺 に 内 側 に 3 ぷら 、 ピ と 操 - 

・ な ー SN ロ せ 、 操 作 ーー 

ン を 軸 と し て 回 転 させ 、 操 に yg レバ ー 先 敵 部 が 側面 手すり 


作 レ バー 先端 部 が 側面 手 5 は ② 側 面 手すり と 背面 お よび 手すり 柱 の 穴 に 挿入 


ー 移 ! 側面 手すり と 手すり 柱 の 背 
まり の 3 中 入 され れ ば プ ボ ルト で し っ か り され れ ば 完成 と な り ます 。 面 幅 木 を / プ ボル ト で し っ 
RE NR 完成 で す 7 六角 ボル ト M6 x20 か り 固 定 し て 完成 で す 


背面 幅 木 (ば ね 座金 、 平 座金 付 ) 背面 幅 木 


^ 


ノブ ボル ト 


M6X20 
o 
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